	対象教科・科目
	単位数
	学年・学級

	情報Ａ
	２
	


１　学習の到達目標等
	学習の到達目標
	①　情報機器や情報通信ネットワ－ク等を活用し、情報を適切に収集・処理

　発信するための基礎的な知識と技能を習得する。

②　情報を主体的に活用しようとする態度を身に付ける。

	使用教科書・副教材等
	高等学校　情報A　改訂版（情報０６５），情報リテラシ－，インタ－ネット入門


２．学習計画及び評価方法等

	学
	月
	学　習　内　容
	学　習　の　ね　ら　い
	備　考

	期
	
	
	
	

	１


	４

5

6

6

7


	情報Aについてオリエンテ－ション


	・学習の意義、内容、評価方法を説明

・コンピュ－タ利用法の周知徹底
	情報機器についてのアンケ－ト

	
	
	１章　情報活用の工夫とコンピュ－タ　　　

(1)　生活を支えているコンピュ－タ

　①　身近にあるコンピュ－タ

　②　道具としてのコンピュ－タ

(2) コンピュ－タを使った情報の

収集と処理

① コンピュ－タを利用した問題解決

　② 人間の情報処理とコンピュ－タ


	　社会の中にあるコンピュ－タの働きに

ついて知り、どのような機能や特徴を持ち

どのように活用されるか調べ考察する。

・　作業を行う上でどのような方法があり

　そのメリット・デメリットを検討する。

・　コンピュ－タを利用した場合の利点を

　考える。

・　インタ－ネットを利用した情報収集の

　方法を実践する。

・　表作成を通して、判断としての情報

　整理を学ぶ。
	普段使用しているものに重点を置く

具体的な案件を出し、生徒にシュミレ－ションさせる。

製品のカタログ等を比較してみる。



	
	
	2章 情報通信ネットワ－クを利用

した情報の収集と発信

(1)　情報通信ネットワ－クの普及


	・　様々な情報受信や情報発信について

　どのようなものがあるか調べ、生活の中

　でどのように活用されているか理解する。

　また、どのような生活の変化が見られる

　か考察する。
	情報の信用性も考える。



	
	
	(2)　wwwの活用

　① wwwの仕組み

　② wwwを利用した情報の検索

　③ webペ－ジの作成と公開する場合の注意

(3)　電子メ－ルとその活用

　① 生活の中での電子メ－ルの活用

　② 電子メ－ルが届く仕組み

夏季休業中の課題説明

１学期期末考査
	· インタ－ネットの大まかな仕組みと

　URLの表記を理解する。

· 検索サ－ビスの扱い方や、必要とする

　情報を効率的に収集する手段を理解する

· 簡単なwebペ－ジ作成ができ、その

　場合の個人情報の取り扱いについて考え

　理解する。

· 電子メ－ルの利便性を理解し、有効に

　利用できるようにする。

· 電子メ－ルを送る上での注意点を考え

させる。

・　webペ－ジや案内パンフレットの作成

・　進路先を調べた結果をまとめる。


	活用できるレベルの表記を理解する。

画像などを含め、公開できる情報について考える。

電子メ－ルを使用している観点から考えさせる。

総合学習との連携



	＜　課題・提出物　＞

1 ワ－クシ－トの提出（各授業毎）、演習報告書、情報関係に関する用語確認プリント

2 月に２回、情報関係に関するニュ－スをA４一枚程度にまとめて提出（７月最終まで計６回）

3 身近にある情報機器に関するレポ－ト（A４ 3枚～5枚｡アプリケ－ションファイルとして提出可）

	＜　第1学期の評価法　＞

1 各提出物の内容や、発表、学習活動への参加、期末考査で評価する。

2 期末考査30％, 課題等の提出物50%, 学習活動への参加発表等20% を目安に評価する。


	学
	月
	学　習　内　容
	学　習　の　ね　ら　い
	備　考

	期
	
	
	
	

	２


	9

10

11
12


	2章　

(4)　情報の表し方と取り扱い　　　

　①　情報を共有するための工夫

　②　情報の取り扱い

夏季課題についての発表

3章 情報の統合的な処理

(1) 情報の表現とコンピュ－タ

(2) マルチメディアの活用

1 電子マニュアルの設計

2 情報の統合と構成

　

　

２学期期末考査
	· 情報を共有する上での注意点を考え

　どのような取り組みをすればよいかを

　認識させる。

· ネットワ－ク上のエチケットに配慮し

　情報に対する責任や取り扱いについて

　具体例を考えさせ理解する。知的所有権

　について、生活上必要なレベルは理解

　する。

　これまで学習してきた知識やスキルを

活用することにより、情報統合処理能力

を高めていく。課題を通して、どのよう

な順序で、どのようにプレゼンテ－ション

を展開していくか考えさせる。また、１つ

のものをつくるまでの製作過程や、作品

への評価を通し、改善していくことの必

要性も理解させる。

＜課題＞

· 最寄り駅から学校までの案内

· 地域紹介（学校、自宅地域）

· 電子マニュアル
	ネチケットや個人情報の保護に触れる。

知的所有権は概要を触れ、生徒に意識を持たせる。

10月以降は実習が

中心となる。

作業経過は毎時間報告させる。



	＜　課題・提出物　＞

1 ワ－クシ－トの提出（各授業毎）、情報関係に関する用語確認プリント

2 月に２回、情報関係に関するニュ－スをA４一枚程度にまとめて提出（12月最終まで計６回）

3 夏季休業中の課題（A４ 5枚～10枚｡アプリケ－ションファイルとして提出可）

4 演習課題（３回分）

	＜　第２学期の評価法　＞

5 各提出物の内容や、発表、学習活動への参加、期末考査で評価する。

6 期末考査20％, 夏季休業中の課題20%, 課題等の提出物40%, 学習活動への参加発表等20% を目安に評価する。


	学
	月
	学　習　内　容
	学　習　の　ね　ら　い
	備　考

	期
	
	
	
	

	3


	1

2


	　　プレゼンテ－ション


	　他人の発表を評価することで、手法や

改善点について考える。
	

	
	
	４章　情報機器の発達と生活の変化

(1) 情報機器のしくみ

1 情報のディジタル化

2 情報のディジタル化と

情報機器の発展

‘
	· デ－タをディジタル化することによる

　利点を考える。また、デ－タ記録の簡単

　な原理を理解する。

· 最新の情報機器に関しての理解と、これ

　からの展望を考える。


	身近な情報機器を例にあげて説明する。

最新の状況を提示する。

	
	
	(2)　情報化による生活の変化

1 ディジタル化が生み出す

新しいサ－ビス

2 情報化が社会に及ぼす影響

3 情報社会と個人の生活

4 情報社会への参加

　学年末考査
	· 電子商取引や情報端末などを使った

　サ－ビスについて考えさせる。

· 簡単に情報が得られる代わりに、様々な

リスクがあることを理解し、プライバシ－

を含めた情報モラルについて考えさせる。
	高校生でも利用できる例で考えさせる。



	＜　課題・提出物　＞

1 ワ－クシ－トの提出（各授業毎）、演習報告書、情報関係に関する用語確認プリント

②　月に２回、情報関係に関するニュ－スをA４一枚程度にまとめて提出（３月最終まで計４回）

③　演習課題

	＜　第３学期評価法　＞

3 各提出物の内容や、発表、学習活動への参加、期末考査で評価する。

4 期末考査30％, 課題等の提出物50%, 学習活動への参加発表等20% を目安に評価する。


３．評価の観点、内容および評価方法

	評 価 の 観 点 及 び 内 容
	評 価 方 法

	関心・意欲・態度
	· 身の回りの情報機器やコンピュ－タについて関心

をもっているか。

· 問題解決の手段として、情報を効果的に活用しよう

としているか。
	· 学習活動への参加、態度

· ワ－クシ－ト

· 提出物、長期休業中の課題

· 自己評価および生徒間評価

	思考・判断
	· 情報を収集・処理・発信する場合において、目的

　に応じて、手法を改善したり、表現方法を工夫する

ことができるか

・　情報を活用する場合に、技術面だけではなくプライバシ－や個人情報の保護など、情報モラルを考慮し

　ているか。
	· 学習活動への参加、態度

・　自己評価および生徒間評価

・　ワ－クシ－ト

・　グル－プ活動での報告

・　プレゼンテ－ション

・　

	技能・表現
	· コンピュ－タなどの情報機器やネットワ－クを効

率的にかつ積極的に利用しているか。

· 情報を適切に収集、処理、発信するための基本的

な技能を身につけているか。
	· 学習活動への参加、態度

・　ワ－クシ－ト、提出物

・　

	知識・理解
	· 現代社会における情報関連技術の役割や、仕組み

社会への影響を理解しているか。

· 情報を適切に収集、処理、発信するための基本的

な知識を身につけているか。
	・　定期考査

・　各月の課題




４　アドバイス等
	＜　確かな学力を身につけるためのアドバイス　＞

	1 情報Aは、情報化社会の中で生活していくために必要な教科である。課題等に積極的に取り組み自ら考える姿勢を持ちつづけること。

2 常に記録するなどして、系統立てて考える習慣をつける。

3 自分の作成した課題等を自己評価し、よりよい結果が出せるよう改善していく姿勢を持つ。

4 実習を通して問題発見・問題解決を行い、情報活用能力を高めていく。問題解決法は、個々に

異なるものである。そのため、様々なことに触れ、自らが実践することにより、自分の問題解決

手順を作り上げていく。

	＜　授業を受けるにあたって　＞

	1 演習時間はあまりないため、時間を厳守すること。

2 コンピュ－タ教室の利用規定は、授業でも同様に守ること。

3 提出物の期限を守ること。

4 コンピュ－タや情報通信ネットワ－クに関する事柄に関心をむけること。

5 授業中への質問は、授業に差し支えない程度にしてほしい。

6 コンピュ－タ機器の操作に精通している人は、分からない人への手助けをしてほしい。


